
    

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
活

動
に
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

学
生
の
み
な
さ
ま
、
日
頃
よ
り
み
な
さ
ま
の

ご
活
躍
を
新
聞
等
で
拝
見
す
る
こ
と
も
多
く
、

同
窓
会
と
し
て
い
つ
も
誇
ら
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

同
窓
会
の
「
紫
桜
会
」
で
は
、
み
な
さ
ま
の

ご
活
躍
を
た
た
え
る
た
め
、
毎
年
「
紫
桜
賞
」

を
授
与
し
て
い
ま
す
。
11
月
以
降
に
公
募
の

ポ
ス
タ
ー
が
大
学
内
に
掲
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

目
に
留
め
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、「
紫
桜
賞
」
は
、
文
化
、
学

術
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
社
会
活
動
な
ど
の
振
興
に

努
め
、
群
馬
県
立
女
子
大
学
に
顕
著
な
貢
献
を

し
た
学
生
団
体
や
学
生
個
人
に
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
て
授
与
す
る
賞
で
、
賞
金
も
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
賞
者
は
次
年
度
の
入
学

式
に
お
い
て
、
新
入
生
の
前
で
表
彰
さ
れ
る
と

い
う
栄
誉
を
与
え
ら
れ
ま
す
。 

「
紫
桜
賞
」
は
平
成
15
年
か
ら
始
ま
り
、
昨

年
度
ま
で
に
14
団
体
、
３
個
人
が
表
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
平
成
30
年
度
の
紫
桜
賞
も
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
年
々
高
い
レ
ベ
ル
で
の
選
出

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
同
窓
生
と
し
て
う
れ

し
い
限
り
で
す
。
今
後
も
多
数
の
応
募
を
い
た

だ
け
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。 

  

平
成
30
年
度 

紫
桜
賞 

 

決 

定 

！ 

少
林
寺
拳
法
部 

少
林
寺
拳
法
部
は
、
部
員
五
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。 

週
二
回
、
県
立
女
子
大
体
育
館
二
階
に
て
、

技
の
練
習
や
心
身
を
鍛
え
る
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
に
よ
っ
て
は
少

林
寺
拳
法
の
学
科
講
習
に
時
間
を
充
て
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

 

 

少
林
寺
拳
法
は
本
来
勝
ち
負
け
を
争
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
普
段
の
練
習
成
果
の
発
表

の
場
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
は
他
大
学
と
の
交
流

の
場
の
一
つ
と
し
て
、
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
７
月
８
日
に
渋
川
市
赤
城
体

育
館
に
て
開
催
さ
れ
た
、
全
国
大
会
の
予
選
で

も
あ
る
群
馬
大
会
で
は
、
部
員
一
名
が
一
般
女

子
単
独
演
武
の
部
で
準
優
勝
、
部
員
二
名
が
大

学
生
女
子
組
演
武
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
30
年
10
月
27
日
、
28
日
に
高
崎

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
「全
国
大
会
in 

ぐ
ん

ま
」に
お
い
て
予
選
突
破
！
決
勝
進
出
を
果
た
し

ま
し
た
。
（中
略
） 

 

部
員
た
ち
は
、
普
段
の
練
習
を
通
じ
て
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
間
を
育
て
る
指
導
者
に
な
る
こ

と
を
目
標
に
、
日
々
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

（応
募
書
類
よ
り
抜
粋
し
て
掲
載
） 

 

同窓会長  
野村留美子 
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紫
桜
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15
年
の
歩
み 

紫
桜
賞 

受
賞
者
・受
賞
団
体 

平
成
30
年
度 

 

○
少
林
寺
拳
法
部 

平
成
29
年
度 

 

○
ア
ロ
ハ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

平
成
28
年
度 

 

○
ア
ロ
ハ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

平
成
27
年
度 

 

○
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
２
～
４
年
20
名 

○
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
４
年 

萩
原 

梢
さ
ん 

平
成
26
年
度 

○
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

社
会
デ
ザ
イ
ン
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

平
成
25
年
度 

 

○
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
４
年 

前
田 

舞
さ
ん 

平
成
24
年
度 

 

○
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
３
年 

林 

ひ
ろ
み
さ
ん 

平
成
22
年
度 

 

○
美
術
美
学
史
学
科
実
技
ゼ
ミ 

平
成
21
年
度 

 

○
女
子
大
パ
ト
ロ
ー
ル
の
会 

平
成
20
年
度 

 

○
第
27
回
錦
野
祭
実
行
委
員
会 

平
成
19
年
度 

 

○
第
26
回
錦
野
祭
実
行
委
員
会 

平
成
18
年
度 

 

○
群
馬
県
立
女
子
大
学
Ｇ
Ｇ
Ｍ 

平
成
17
年
度 

 

○
ほ
ん
や
ら
堂
最
終
選
考
組 

（
美
術
美
学
史
学
科
） 

○
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

平
成
16
年
度 

 

○
錦
野
祭
実
行
委
員
会 

平
成
15
年
度 

 

○
Ｅ
・
Ｓ
・
Ｓ 

○
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
（Bu

rn
in

g
 

S
o
u
l

） 

 

 

 



    

同
窓
会
「紫
桜
会
」の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
試
み
と
し
て
、
今
年
度
も
錦
野
祭

で
「同
窓
会
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
恒
例
の
同
窓
会
室
で
は
な
く
、 

キ
ャ
ン
パ
ス
南
西
の
ク
ラ
ブ
棟
に
ほ
ど
近
い
30

号
教
室
を
お
借
り
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
よ
り
広
い
部
屋
、
そ
し
て
賑
わ
い
の
中

心
で
あ
る
円
形
広
場
か
ら
離
れ
た
場
所
で
し
た

の
で
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
飾
り
つ
け
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
、
い
つ
も
来
て
く
れ
て
い
た
方
々
が
迷
わ

な
い
だ
ろ
う
か
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
ん
な
戸
惑
い
を
も
の
と
も
せ
ず
、

美
学
美
術
史
学
科
Ｏ
G
展
示
チ
ー
ム
の
方
た

ち
の
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
部
屋
が
飾
り
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
来
場
者
数
の
倍
以

上
で
あ
る
180
人
も
の
お
客
様
に
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

錦
野
祭
恒
例
の
人
気
企
画
で
あ
る
「ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
近
か
っ
た
こ
と

で
通
る
人
が
多
く
、
そ
れ
に
加
え
て
無
料
の
休

憩
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
が
ご
利

用
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
過
去
同
様
、
ハ
ー
ブ
コ
ー

デ
ィ
ア
ル
三
種
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
と
個
包
装
の

お
菓
子
の
無
料
提
供
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
恒

例
と
な
り
つ
つ
あ
る
Ｏ
Ｇ
の
作
品
・絵
画
の
展
示

を
楽
し
み
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
様
子

も
う
か
が
え
ま
し
た
。
な
か
に
は
毎
年
、
見
に

来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い

ら
し
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

 

小
林
学
長
も
お
見
え
に
な
り
、
卒
業
生
の
活

動
を
興
味
深
く
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

一
日
だ
け
、
短
時
間
の
カ
フ
ェ
出
展
で
は
あ
り

ま
す
が
、
先
輩
と
し
て
錦
野
祭
の
盛
り
上
げ
に

一
役
買
え
た
カ
フ
ェ
と
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
成
功
で
し
た
♪♪ 

 

今
年
度
も
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
錦
野
祭
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
大
学
事
務
局
学
生

係
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

紫
桜
会 

『同
窓
会
カ
フ
ェ
』 

開
店
！ 

平
成
30
年
11
月
４
日
（
日
） 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 

 

 

どなた様も 

お気軽に(^^)  

 
 



                             

                             

                             

                             

最近、群馬県内外のさまざまなメディアで「太田市美

術館・図書館」のことが取り上げられています。それら

の報道の中で、紫桜会発足後 8 年間初代会長を務めてく

ださった城代富美江さんが館長に就任されていること

を知りました。折しも、今年は紫桜会発足２０周年を迎

えます。そこで、１２月８日、野村会長、渡邊副会長、

一倉副会長の３名で訪問し、インタビューをさせていた

だきました。 

 

駐車場に車を停めると、私たちの目に壁面いっぱいに

並んだ本や展示の文字など内部が分かる建物が目に 

入ってきました。太田駅北口に建てられた美術館と図書

館の複合施設。おしゃれな外観、隅々まで計算しつくさ

れた内装。なぜこの場所に、コンセプトの異なる２種類

の施設を造ったのか、不思議な思いで足を踏み入れまし

た。 

 

私たちが訪れたこの日、美術館では「愛でるボタン展

～アイリスのボタンづくり」が開催されていました。太

田市内にある株式会社アイリスはボタンづくりで日本

一のシェアを誇り、ものづくりの街太田を代表する産業

の一つです。同社運営の「ボタンの博物館」が所有する

貴重なボタンが特別展示されていました。 

 吹き抜けの館内には、座り心地のよい椅子や建設途

中の写真をモチーフにしたクッションが配置されて 

OG 訪問「太田市美術館・図書館」 

 

   

Q.現在の仕事内容について聞かせてください。 

A.「太田市美術館・図書館」は太田市役所の文化スポー

ツ部美術館・図書館課という一つの課にに位置付けられ

ています。さらに、学芸係と管理係の二つに分けてられ

ています。館長といえども、組織の一員ですので、予算

や施設の管理にはじまり、すべての仕事に携わっていま

す。予算編成や決算の時期には、市議会の決算委員会、

予算委員会への出席も大切な業務です。 

 

Q.太田市美術館・図書館では、イベントの企画など経験 

がないと難しい仕事も多いのはないかと思うのですが。 

A.太田市役所では市史編集室や市町村合併の仕事に携

わってきました。ここに来る前には新田荘歴史資料館や

高山彦九郎記念館で働いたこともあるので、仕事の流れ

は大体頭に入っています。 

 図書館の選書については、世界の絵本・児童書、アー

トブックやものづくりに重点を置いて、準備の段階では

JBBY（日本国際児童図書評議会）やディレクション業

務のワコールより提案をいただいきました。 

2018 年の夏には、本と美術の展覧会で詩人・最果タ

ヒ（さいはて たひ）さんや管啓次郎（すが けいじろ

う）さん他の詩を、グラフィックデザインを用いて展示

するという企画を行いました。今後も、若い人達が面白

がって来館いただける企画をしていきたいと思ってい

ます。 

  

Q.通常は美術館と図書館は、それぞれ単独で建設される

ことが多いですが、2 つの施設を複合しようと考えた意

図は何でしょうか。↗ 

  

 

A.そもそもは「太田駅北口のにぎわいを取り戻す」とい

う考えから建設されました。 

今日も「ボタン展」と関連して、クリスマスボードを

作るワークショップを行いましたが、同様のワークショ

ップや落語会、映画の上映、マルシェの開催など多くの

イベントが企画されています。 

 また、併設されたカフェ＆ショップ、和洋２５０誌に

およぶ雑誌コーナーがあるので、電車の待ち時間や仕事

帰りなどに立ち寄ってくださる方もいて、ありがたい限

りです。 

おかげさまで２０１７年１月のプレオープンからの

べ６０万人に入館していただいています。 

 

Q.今後の展望についてお話しください。 

A.気負わず気軽に来られるような憩いの場にしてきた

いです。 

 また、本館だけでなく、他市町村の美術館などと連携

していければと考えています。 

 

 
  

 

おり、利用者の使い勝手を考えて作られていました。ま

た、館内のあちこちに設置されている自習スペースも

広々と設計されていました。 

その後、城代さんからお話を聞くことができました。

インタビューは建物の紹介、見学を交えて行いました。 

併設されているカフェ「キタノスミス」では、自家製

や地元の食材にこだわってつくられたメニューが取り揃

えられており、美術鑑賞や読書で疲れた脳に優しいお店

です。 

たくさんのイベントや講演会、ワークショップなどが

企画されています。HP にアップされていますので、ぜひ

チェックしていただき、足を運んでみてください。 

ボランティアも募集しているそうです。アカデミック

な空間で業務のお手伝いをできたら楽しいですね。 

 城代さん、お忙しい中、ありがとうございました。 

 

 

 



 

 

     

 

平
成
30
年
11
月
８
日(
木) 

群
馬
県
庁
31
階 

欧
州
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ヴ
ォ
レ
シ
ー
ニ
ュ
」 

 

群
馬
県
庁
「
群
馬
県
立
女
子
大
学
友
の
会
」

は
、
群
馬
県
庁
に
入
庁
し
た
卒
業
生
で
構
成
す

る
会
で
、
70
人
ほ
ど
の
卒
業
生
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。
例
年
、
新
た
に
加
わ
る
会
員
の
歓

迎
会
を
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
残
念
な

が
ら
該
当
者
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
懇
親
会

と
い
う
形
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
折
し
も

群
馬
県
庁
は
翌
年
度
の
予
算
編
成
作
業
の
ま

っ
た
だ
中
。
業
務
で
多
忙
な
皆
さ
ん
は
集
ま
っ

て
く
れ
る
か
な･･

･

と
い
う
幹
事
の
心
配
を
吹

き
飛
ば
す
よ
う
に
、
12
人
の
会
員
が
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
小
林
良
江
学
長
を
お
迎
え

し
て
、
女
子
大
の
公
立
法
人
化
な
ど
の
大
学
改

革
や
少
子
化
問
題
を
始
め
、
２
０
２
０
年
が
開

学
40
周
年
と
な
る
こ
と
（
開
学
間
も
な
い
時

期
に
在
学
し
て
い
た
身
に
は
衝
撃
的
な
数
字

で
す
）
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度

入
庁
予
定
者
が
い
る
と
の
情
報
に
は
、「
仲
間

が
増
え
る
」
と
み
ん
な
で
喜
び
ま
し
た
。 

会
員
の
近
況
報
告
で
は
、
現
在
の
職
場
の
様

子
、
家
族
の
話
題
、
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
の
話
題
に
対
し
て
あ
ち
こ
ち
か
ら
質
問

が
出
る
な
ど
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
会
話
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

最
後
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
バ
ッ
ク
に

記
念
写
真
。 

小
林
学
長
に
は
、
「
大
学
事
務
局
な
ど
で
見

知
っ
た
人
も
い
て
、
仕
事
上
の
同
窓
会
の
よ
う

だ
っ
た
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
い
て
親
し
く
お
話

す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
女
子
大
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

同
じ
組
織
の
中
の
集
ま
り
は
、
顔
の
つ
な
が

り
が
あ
る
と
、
仕
事
の
面
で
も
そ
れ
以
外
で
も
、

何
か
と
円
滑
に
進
む
こ
と
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
職
場
に
卒
業
生
が
複

数
い
る
よ
う
で
し
た
ら
親
睦
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

             

     
 

 

平
成
30
年
６
月
18
日
、
群
馬
県
立
女
子

大
学
・
学
長
室
に
て
、
元 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
課
程 

教

授
で
、
現
在
は
、
目
白
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部

メ
デ
ィ
ア
学
科 

教
授
の 

安
齋 

徹
先
生 

よ
り
、
10
万
円
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ご

厚
意
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
学

生
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

             

                             

♪

編

集

後

記

♪ 

紫
桜
会
は
、
今
年
度
、
発
足
20
年
に
な

り
ま
し
た
。
折
し
も
、
時
代
は
平
成
か
ら

新
た
な
時
代
に
移
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

（
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
、
ま
だ
新
元
号

は
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。 

平
成
に
な
っ
た
と
き
、
私
は
大
学
一
年

生
で
し
た
。
平
成
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
今
振
り
返
る
と
、
私
に
と
っ
て
、
と
て

も
変
化
が
大
き
か
っ
た
時
代
だ
と
思
い
ま

す
。
今
大
学
生
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、
新
し

い
時
代
に
本
当
の
意
味
で
の
自
分
の
人
生

が
始
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

未
来
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、
応

援
し
て
い
ま
す
。 

 

小
林
良
江
学
長
を
お
迎
え
し
て 

群
馬
県
庁 

「群
馬
県
立
女
子
大
学
友
の
会

」 
懇
親
会 

報
告 

 

寄
付
金
を 

頂
戴
し
ま
し
た 

  

２
０
２
０
年
は 

４
年
に
一
度
の 

懇
親
会
の
年
で
す 

 

 

２
０
０
０
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
目
の

懇
親
会
は
、
学
食
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
形
を
変
え
な
が
ら
開
催
さ

れ
て
、
数
年
前
か
ら
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
」
に
集
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

懐
か
し
い
先
生
方
も
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
毎
回
、
穏
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。 

ま
だ
一
年
以
上
先
で
す
が
、
恩
師
や
お

友
達
同
士
で
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
、
話
題
に
上
げ
て
く
だ
さ
れ

ば
幸
い
で
す
。 


